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駅周辺整備はどうなる？
一般質問 ここが聞きたい！

議会報告会を開催しました

気 に な る ス ポ ッ ト

❺

�

�

❷

3月定例会開催 

南側から見た備中高梁駅
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市が計画している高梁駅西交通広場整備計画の予定平面図

新庁舎完成イメージ図

現在の高梁駅前広場

委員会報告は11ページから！

現在の高梁中央図書館２階

３
月
定
例
会
で
は
平
成
25
年
度
予
算
な
ど
を
審
議

多
く
の
建
設
計
画
が
議
論
さ
れ
ま
し
た

　

市
長
か
ら
、
定
住
対
策
・
子
育
て
支
援

の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組
む
ほ
か
、
教

育
環
境
の
整
備
、産
業
振
興
、健
康
・
福
祉
・

環
境
対
策
、
交
流
人
口
の
増
加
を
柱
に
し

た
、
平
成
25
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
予
算
に
は
、
新
庁
舎
建
設
や

備
中
高
梁
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
整
備
事

業
、
高
梁
中
央
図
書
館
の
建
設
な
ど
が
含

ま
れ
、
議
員
か
ら
多
く
の
質
問
や
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
梁
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

で
は
、
加
入
者
の
医
療
費
が
伸
び
る
な
か
、

こ
の
会
計
を
維
持
す
る
た
め
、
基
金
の
取

り
崩
し
や
保
険
税
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ

と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
機
構
改
革
で
は
健
康
福
祉
部
を

設
け
４
部
制
と
し
、
市
の
重
要
施
策
を
担

当
す
る
市
長
直
轄
の
政
策
監
を
置
く
こ
と

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
計
画
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
な
か
、
こ
れ

ま
で
議
会
で
は
特
別
委
員
会
や

全
員
協
議
会
で
、
建
設
位
置
や

規
模
な
ど
の
協
議
を
行
い
、
一

定
の
結
論
を
得
た
こ
と
に
よ
り

平
成
25
年
度
整
備
工
事
費
が
予

算
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
が
行
う
備
中
高
梁
駅
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
に
対
す
る

市
の
負
担
金
が
予
算
化
さ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
市
で
は

駅
西
交
通
広
場
整
備
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
今
後
は
、
計
画
の

詳
細
が
議
会
へ
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
全
員
協
議
会
等
で
議
論
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
整
備
計
画
で
は
、

執
行
部
が
示
し
た
駅
前
バ
ス
セ

ン
タ
ー
に
対
し
て
、
議
員
か
ら

は
、
も
う
一
つ
の
候
補
地
で
あ
っ

た
文
化
セ
ン
タ
ー
南
側
の
市
有

地
に
建
設
す
べ
き
だ
と
の
意
見

や
、
場
所
の
決
定
に
至
る
経
緯

説
明
を
求
め
る
意
見
や
、
建
設

位
置
に
つ
い
て
再
考
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
議
会
に
対

し
て
建
設
位
置
を
含
め
今
後
も

協
議
し
て
い
き
た
い
と
の
考
え

方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

新庁舎の概要
  ・地下１階、地上５階
  ・延べ床面積約 6450㎡
  ・駐車場（約 110 台）
  ・平成 26 年度末完成予定

備中高梁駅
バリアフリー化等整備事業

負担金
３億７千万円

高梁中央図書館
整備計画

設計委託料4150万円に
質問・意見が集中

高梁市役所
新庁舎建設

新庁舎整備工事費
12 億円

特 集

ループ橋から見た高梁市街地
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西部土木事務所にど
のような機能を持た
せるのか？

備中町に設置し、農林・
土木・簡易水道等の
管理を行う

討
中
で
あ
る
。

柳
井 

成
羽
高
校
跡
地
を
、
平
成
25
年
度

中
に
は
県
か
ら
買
い
入
れ
る
方
向
で
あ

る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

市
長 

平
成
25
年
度
に
取
得
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
こ
れ
か
ら
県
に
対
し
譲
渡
を

申
し
入
れ
、
交
渉
・
手
続
き
が
整
っ
た

段
階
で
予
算
計
上
す
る
。
そ
の
後
の
利

用
方
法
は
幼
稚
園
と
保
育
園
の
一
体
化

に
向
け
た
施
設
と
し
て
、
ま
た
市
内
の

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
統
合
し
た
高
齢
者

福
祉
施
設
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
高
梁
市
と

な
る
よ
う
、
今
後
ど
の
よ
う
な

施
策
を
講
じ
る
の
か

柳
井 

地
域
局
の
土
木
部
門
を
統
合
し

て
、
事
務
所
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
場
所
は
ど
こ
か
。
業
務
内
容
は
土

木
関
係
だ
け
な
の
か
。
ま
た
職
員
数
は

ど
の
程
度
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長 

設
置
場
所
は
、
地
理
的
な

中
心
で
あ
る
備
中
町
を
想
定
し
て
い

る
。
農
林
・
土
木
関
係
を
中
心
と
し
、

簡
易
水
道
等
の
施
設
管
理
も
担
っ
て

い
く
。
な
お
、
職
員
数
に
つ
い
て
は
検

● 平成 25 年度事業計画につ 

    いて

柳井 正昭

● 地域ブランド戦略について

● がん検診について

● 移動診療車について

● 定住対策について

市
が
一
丸
と
な
っ
た 

地
域
ブ
ラ
ン
ド
作
り
が
必
須

石
井 

本
市
に
は
、
観
光
業
や
産
業
と
関

連
付
け
て
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
ブ
ラ

ン
ド
が
あ
る
の
か
。

市
長 

地
域
ブ
ラ
ン
ド
作
り
は
重
要
戦
略
の

１
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
統
一
し
た
も
の
を
持
ち
得
て
い
な
い
。
喫

緊
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

石
井 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長 

来
年
、
市
政
10
周
年
を
迎
え
る
と

い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
統
一
し
た
も
の

が
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

が
ん
検
診
の
受
診
率
を 

上
げ
る
こ
と
が
急
務

石
井 

本
市
は
県
平
均
よ
り
も
、
が
ん
が

多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
受
診
率
向
上

の
対
策
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長 

高
梁
市
で
は
乳
が
ん
、

肝
臓
が
ん
が
多
い
。
市
と
し
て
も
数
年
前

か
ら
Ｐ
Ｒ
を
行
って
い
る
が
、
な
か
な
か
受

診
率
向
上
に
つ
な
が
って
い
な
い
。

石
井 

成
人
検
診
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
一
部

の
賃
貸
住
宅
に
配
布
さ
れ
て
い
な
い
。

不
公
平
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長 

検
診
日
を
公
式
サ
イ
ト

に
掲
載
し
、
各
病
院
や
市
役
所
、
地
域
局

に
も
ガ
イ
ド
ブック
を
設
置
し
て
い
る
。
平
成

24
年
度
の
検
診
で
も
17
人
の
が
ん
が
見
つ
かっ

て
お
り
、
危
機
意
識
を
高
め
てい
き
た
い
。

重要戦略の 1 つとし
て考えている   

高梁にも核となる地
域ブランドが必要で
は？

■ 審議結果
　第１回高梁市議会（定例）では、追加提出の
議案４件を含め、市長提出の議案 79 件すべてを
原案のとおり可決しました。また、議会に寄せられ
た請願、陳情については、継続審査を含む請願
２件、陳情１件のうち、２件を不採択、１件を継
続審査としました。さらに、議員発議の議案１件
を原案のとおり可決しました。

３月定例会で賛否が別れた議案の議決結果� ○ 賛成　● 反対

件　　名
石

井

石

部

石

田

黒

川

三

村

内

田

宮
田
好

森

田

大

森

長

江

柳

井

倉

野

植

田

川
上
修

宮
田
公

川
上
博

大

月

妹

尾

難

波

高梁市事務分掌条例の一部を改正す
る条例 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

高梁市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

平成25年度高梁市一般会計予算 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

平成25年度高梁市国民健康保険特別
会計予算 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

「こころの健康を守り推進する基本法
（仮称）」の制定を国に求める意見書
提出に関する請願

● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○

年金2.5％の削減中止を求める請願 ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○

※私学に対する補助及び助成の御願いの陳情書は継続審査
◎ 他の議案は全会一致で可決しました

平成25年第1回高梁市議会（定例）が、３
月５日から25日まで開催され、平成25年度
一般会計予算など79件を審議しました。
一般質問では、12名が38項目にわたって市
政について質問しました。

３月定例会開催

石井 聡美

備中地域局

成羽高校跡地

山田方谷は
高梁の顔になるか？

3月定例会
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国や県に強く要望し
ている

地域経済活性化のた
め、建設業への事業
拡大を

国保世帯に大きな負
担を強いる増税に反
対！

相互扶助の制度であ
り、相応の負担をお
願いしたい

建
設
業
の
現
状
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か

三
村 

現
在
の
建
設
業
は
、
事
業
量
の
減

少
で
衰
退
傾
向
に
あ
り
、
地
域
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
事
業
量
拡
大

を
求
め
て
、
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
国

や
県
へ
働
き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。

産
業
経
済
部
長 

予
算
確
保
の
た
め
国
県

と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

強
く
要
望
し
て
い
く
。

小
規
模
災
害
に
市
独
自
の
補
助

は
で
き
な
い
か

三
村 

30
万
円
未
満
の
小
規
模
農
林
災

害
は
公
共
災
害
の
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
農
地
が
荒
廃
す
る
。
補

助
制
度
を
作
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長 
農
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
し
て
お
り
、
現
状
の
制
度
で
お

願
い
し
た
い
。

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
に
つ

い
て

三
村 

Ｆ
Ｃ
吉
備
国
際
大
学
シ
ャ
ル
ム
が

な
で
し
こ
リ
ー
グ
に
昇
格
し
た
。
ぜ
ひ

地
元
で
応
援
で
き
る
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
の
建
設
を
お
願
い
し
た
い
。　

教
育
次
長 

平
成
25
年
度
予
算
に
調
査
費

を
計
上
し
て
い
る
。

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
つ

い
て

三
村 

高
梁
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
に
よ
る
旧
高
梁
市
の
実
証
運
行
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

副
市
長 

旧
高
梁
市
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
実
態
調

査
に
取
り
組
み
、
効
果
が

高
く
モ
デ
ル
に
な
る
と
こ

ろ
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る

石
部 

高
梁
市
の
国
保
世
帯
は
、
収
入
が

２
０
０
万
円
以
下
が
８
割
を
越
え
る
。
そ

の
中
で
増
税
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
む

し
ろ
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長 

国
保
世
帯
は
低
所
得
者

や
年
金
生
活
者
が
多
く
、
負
担
は
多
く

な
る
。
そ
の
た
め
に
基
金
を
少
し
ず
つ

取
り
崩
し
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

相
互
扶
助
の
制
度
で
あ
り
相
応
の
負
担

を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

遅
れ
て
い
る
市
道
の
修
繕
や
小

規
模
改
良
を
求
め
る

石
部 

数
年
前
か
ら
の
市
道
の
修
繕
や
、

小
規
模
改
良
の
未
対
応
が
年
々
増
え
て
き

て
い
る
が
原
因
と
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

産
業
経
済
部
長 

毎
年
１
７
０
件
程
度
の

要
望
が
あ
り
、
危
険
性
・
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
対
応
し
て
い
る
。
単
市
の

事
業
で
あ
る
が
体
制
の
整
備
や
予
算
確

保
に
努
め
た
い
。

公
共
施
設
の
会
議
室
の
無
料
開

放
を
求
め
る

石
部 

高
梁
市
の
市
街
地
に
は
無
料
の
会

議
室
が
な
い
。
市
民
の
活
動
を
積
極
的

に
奨
励
す
る
た
め
に
も
無
料
開
放
を
求

め
る
。

総
務
部
長 

使
用
料
負
担
は
当
然
の
こ
と

と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
グ
ル
ー

プ
や
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
応
分

の
協
力
を
し
た
い
。

石
部 

現
在
の
高
梁
市
は
、
大
型
箱
物
事

業
に
傾
斜
し
て
い
る
。
合
併
前
の
１
市

４
町
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
現
在
の
生
活
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
を
検
証
し
、

市
民
の
毎
日
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る

市
政
へ
と
転
換
を
望
み
た
い
。

● 土木行政の考え方について
    問う
● スポーツ交流人口の拡大に
    ついて
● 高梁市職員のあり方について
● 高梁市地域公共交通総合連
    携計画の進捗状況について

● 国保税の引き下げを求める

● 市道の修繕、小規模改良に
    ついて

● 公共施設の会議室の無料開
    放を求める

平成 24 年の大雨による
災害の傷跡はいまだ深い

総合計画に基づいて
行っているので問題
はない

大型公共事業が行わ
れるが財政に問題は
ないのか

空
き
家
・
空
き
店
舗
の 

活
用
に
つ
い
て

森
田 

少
子
高
齢
化
・
過
疎
・
人
口
減
少

等
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
消
滅
が

危
惧
さ
れ
る
。
周
辺
地
域
で
は
、
空
き
農

家
・
荒
廃
農
地
の
増
加
に
よ
り
集
落
機
能

が
体
を
成
さ
な
く
な
っ
て
い
る
。
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
等
に
よ
り
移
住
定
住
者
も
増

え
て
お
り
、
一
定
の
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
街
中
の
空
き
家
・
空
き
店

舗
を
活
用
し
、
新
規
起
業
に
向
け
た
体

制
整
備
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長 

空
き
店
舗
等
へ
起
業
家
を
招
致
す

る
に
は
支
援
組
織
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
昨
年
設
立
し
た
「
住
み
た
い
ま
ち
高

梁
・
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
基
礎
情
報

の
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
組
織
を
中

心
に
支
援
組
織
の
設
置
を
考
え
て
い
き
た

い
。
こ
の
支
援
組
織
が
発
足
し
た
ら
情
報

提
供
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。
新
年
度
に

新
設
予
定
の
「
産
業
振
興
課
」
を
中
心
に

起
業
家
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

地
域
づ
く
り
基
金
の 

取
り
扱
い
に
つ
い
て

森
田 

合
併
時
、
特
定
地
域
の
振
興
を
目

的
に
醸
成
さ
れ
た
基
金
が
21
件
あ
る
。

合
併
後
10
年
で
条
例
が
廃
止
さ
れ
る

が
、
失
効
期
限
に
向
け
ど
の
よ
う
な
検

討
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長 

寄
付
者
の
意
向
や
設
置
目
的

を
考
慮
し
、
統
合
・
廃
止
・
全
市
適
用

等
、
所
管
し
て
い
る
各
担
当
課
で
寄
付

者
や
関
係
者
と
の
事
前
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
早
急
に
方
向
性
を
示
し
た
い
。

支援組織の設置を検討
し、起業家誘致に向け
体制整備を考えたい

空き家・空き店舗を活
用した新規起業に向け
た体制整備が必要では

大
型
公
共
事
業
と
財
政
バ
ラ
ン

ス
は

宮
田 

備
中
高
梁
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

や
駅
前
広
場
整
備
、
新
庁
舎
建
設
や
図

書
館
の
建
設
な
ど
、
大
型
事
業
が
進
ん
で

い
る
が
、
市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の
か
。

総
務
部
長 

こ
れ
ら
の
事
業
は
総
合
計
画

に
基
づ
き
行
う
も
の
で
、
事
業
費
は
財
政

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
市
の

負
担
の
少
な
い
財
源
を
活
用
す
る
の
で
問

題
な
い
。

宮
田 

中
心
市
街
地
で
大
型
公
共
事
業
が

進
め
ら
れ
る
な
か
、
周
辺
地
域
は
置
い
て

い
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
満
の
声

が
あ
る
。
市
は
地
域
に
出
向
き
住
民
の

声
を
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長 

現
在
、
有
漢
・
成
羽
・
川
上
・
備

中
で
は
各
地
域
と
対
話
し
な
が
ら
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
中
で
あ
る
。
今
後
は
旧
高

梁
市
の
各
町
に
も
出
向
い
て
い
き
た
い
。

学
童
保
育
の
対
象
引
き
上
げ
に

つ
い
て

宮
田 

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
学
童

保
育
の
対
象
を
小
学
６
年
生
ま
で
に
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
前
倒
し
で
実
施
で

き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長 

改
正
で
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。
な
お
、
現
在

で
も
対
応
可
能
な
所
は
小
学
６
年
生
ま

で
受
け
入
れ
て
い
る
。

● 地域を限定した基金の取り扱

    いについて

● 空き家・空き店舗の活用につ

　いて

● 大型事業と財政について

● 学童保育について

● 安定型産業廃棄物最終処分
    場について

石部 誠宮田 好夫

三村 靖行森田 仲一

産廃の危険性学習会の様子
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Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）に
つ
い
て

難
波 

安
倍
首
相
が
、
本
市
の
農
業
も
経

済
も
壊
し
て
し
ま
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

に
向
け
踏
み
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
抗
議

し
、
参
加
し
な
い
よ
う
に
求
め
る
こ
と
。

市
長 

内
容
が
明
ら
か
で
な
い
現
段
階
で

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
は
賛
成
し
か
ね
る
。

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

暮
ら
し
を
保
障
す
る
行
政
を
求

め
る

難
波 

国
が
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

を
す
る
が
、
市
民
生
活
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
も
た
ら
す
の
か
。

市
民
生
活
部
長 

最
低
賃
金
の
引
き
下
げ

の
可
能
性
、
住
民
税
や
就
学
援
助
、
介

護
保
険
の
優
遇
処
置
へ
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。

難
波 

国
に
対
し
て
保
護
基
準
引
き
下
げ

を
行
わ
な
い
よ
う
要
望
す
る
こ
と
。

市
民
生
活
部
長 

国
が
内
容
を
示
し
た
段

階
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
市
長
会
な
ど
と

連
携
し
て
要
望
す
る
。

体
罰
や
い
じ
め
な
ど
の
な
い
学

校
と
社
会
を
目
指
す
こ
と

難
波 

教
育
現
場
や
武
道
の
授
業
で
の
体

罰
や
い
じ
め
の
実
態
を
問
う
。

教
育
長 

体
罰
は
な
い
。
い
じ
め
は
小
学

校
で
７
件
、
中
学
校
で
２
件
あ
っ
た
が
、

７
件
は
解
決
し
て
い
る
。

難
波 

体
罰
や
い
じ
め
を
な
く
す
取
り
組

み
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
問
う
。

教
育
長 

体
罰
は
根
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
初
期
の

段
階
で
教
員
・
保
護
者
・
生
徒
で
素
早

く
対
応
す
る
。
社
会
全
体
で
、
子
ど
も

た
ち
を
健
全
に
育
成
す
る
取
り
組
み
を

続
け
て
い
き
た
い
。

国への要望は必要に
よって行う

TPP 交渉参加に高
梁市として抗議をす
るべきではないか

今
、
な
ぜ
山
田
方
谷
な
の
か
。

そ
の
方
谷
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
は
何
か
を

聞
く

大
森 

新
規
事
業
や
機
構
改
革
に
山
田
方

谷
に
関
す
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た

「
方
谷
さ
ん
を
広
め
る
会
」
な
ど
の
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
今
、
な
ぜ

山
田
方
谷
な
の
か
。
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
は
。

市
長 

方
谷
の
教
え
や
考
え
方
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。
そ
れ
が
高
梁
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

大
森 

高
梁
に
は
改
革
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
8
代

将
軍
吉
宗
の
享
保
の
改
革
・
松
平
定
信

の
寛
政
の
改
革
）
と
山
田
方
谷
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
そ
の
理

念
「
事
の
外
に
立
っ
た
、
事
の
内
に
屈
し

な
い
」
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
。

競
争
優
位
性
・
比
較
優
位
性
の

あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

大
森 
Ｆ
Ｃ
吉
備
国
際
大
学
シ
ャ
ル
ム
や

備
中
松
山
城
・
吹
屋
な
ど
の
競
争
優
位
性

の
あ
る
資
源
と
、
農
業
、
医
療
・
福
祉
、

観
光
、
大
学
な
ど
比
較
優
位
性
の
あ
る
地

域
の
特
性
を
組
み
合
わ
せ
、他
の
自
治
体・

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
方
谷
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
生
か

し
た
地
域
振
興
モ
デ
ル
の
確
立
を
。

市
長 

古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
。
今

ま
で
は
そ
れ
を
生
か
し
き
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
Ｆ
Ｃ
吉
備
国
際
大

学
シ
ャ
ル
ム
が
出
て
き
た
。
こ
れ
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
れ
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
必
要
だ
。

こ
の
効
果
を
他
の
産
業
、
地
域
の
福
祉
に

波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

この地域の特長を生
かした魅力あるまちづ
くりを進めていきたい

「今、蘇る方谷ＤＮＡ」
を生かしたまちづくりを

● TPP について
● 健康で文化的な最低限度の暮ら
     しを保障する行政を求める
● 市民の安全・安心確保のた
    めの防災対策を求める
● 体罰やいじめのない学校と社
    会を目指すことを求める

● 今なぜ山田方谷なのか。その方 
    谷 DNA とは何かを聞く
● 「今、蘇る方谷 DNA」（古いものと新し
     いものの融合）を生かした地域振興
     モデル（懐かしい未来都市高梁の創
     造）と地域ブランドの確立を
● 高梁市における農林水産物の鳥
    獣被害対策について

有識者による検討会
議の動向を見守りたい

「ゆ・ら・ら」を活用
して養護老人ホーム
を整備すべきだ

再検討し変化があれ
ば議会にも相談する

川上中学校改築の方
向付けは？

保
護
者
の
意
見
を
尊
重
し
川
上

中
学
校
の
改
築
を

宮
田 

川
上
中
学
校
の
改
築
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
改
め
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
６
割
以
上
の

方
が
現
在
の
旧
川
上
農
業
高
等
学
校
跡

地
で
良
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

教
育
委
員
会
は
こ
の
結
果
を
捉
え
、
今

後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
。

教
育
次
長 

改
め
て
地
域
の
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
っ
た
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
検
討
し
な
が
ら
、
予
定
が
変
わ

る
よ
う
な
ら
ば
議
会
に
も
相
談
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

高
梁
中
央
図
書
館
建
設
に
つ
い

て
宮
田 

予
算
付
け
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
は
、
然
る
べ
き
方
法
論
が
あ
っ
て
当
然

で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
５
９
０
０
万

円
の
高
梁
中
央
図
書
館
施
設
整
備
に
係

る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
十

分
な
裏
付
け
は
な
い
。
こ
れ
で
議
会
の
了

承
を
得
よ
う
と
い
う
こ
と
は
教
育
委
員
会

の
見
識
に
も
関
わ
り
は
し
な
い
か
。

教
育
長 

十
分
な
説
明
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
真
摯
に
反
省
し
て
い
る
。

「
ゆ
・
ら
・
ら
」
の
有
効
活
用

を
川
上 

「
ゆ
・
ら
・
ら
」
の
施
設
を
一
部
活

用
し
て
、
長
寿
園
と
成
羽
川
荘
を
統
合

し
た
高
梁
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
旧
成
羽
高
校
跡
地
に

整
備
す
る
に
は
２
億
円
以
上
の
余
分
な
費

用
が
必
要
に
な
る
。
公
共
施
設
の
箱
物
は

こ
れ
か
ら
更
新
時
期
を
迎
え
、
維
持
管

理
費
が
ど
ん
ど
ん
か
さ
ん
で
く
る
。
同
類

施
設
の
統
合
も
必
要
で
あ
り
、
使
え
る

施
設
は
取
り
壊
さ
ず
活
用
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長 

「
ゆ・ら・ら
」に
つい
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
有
識
者
に
よ
る
検
討
会
議
を

３
回
実
施
し
て
い
る
。
議
論
の
中
で
福
祉

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
て
い

る
。
議
論
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。

教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

を
川
上 

近
年
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に

よ
り
病
気
休
職
す
る
教
員
が
少
な
く
な
い
。

教
員
の
メン
タ
ルヘルスの
重
要
性
を
鑑
み
、そ

の
改
善
に
向
け
て
、
先
進
事
例
等
を
参
考

に
し
て
取
り
組
ん
でい
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長 

こ
れ
ら
の
問
題
は
教
員
個
人
に

よ
る
解
決
で
は
難
し
く
、
学
校
管
理
職
、

さ
ら
に
は
行
政
に
よ
る
支
援
も
必
要
で
あ

る
。
適
正
な
教
師
間
の
役
割
分
担
、
職

場
環
境
の
改
善
、
心
の
不
健
康
状
態
に

あ
る
教
員
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努

め
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

● 雇用促進住宅の活用について
● 人口減少時代における学校施設
     の有効活用について
● 市立図書館について
● 備中高梁駅バリアフリー化整備
     事業について
● 政策の統括と組織のあり方につ
     いて

● 自殺対策について

● 教員のメンタルヘルス対策に
    ついて

● 健康増進施設朝霧温泉「ゆ・
　 ら・ら」の活用について

ふたたび休館となった
「ゆ・ら・ら」

大森 一生川上 博司

難波 英夫宮田 公人

高梁中央図書館
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川合側からの改良に
ついて平成 25 年度
から事業化する

県道新見川上線道路
改良の早期着手を求
める

総務文教
委員会

これからは地域で支
え見守って行かなけ
ればならない

高梁市発の高齢者の
支援、見守り施策を！

県
道
新
見
川
上
線
道
路
改
良
に

つ
い
て

内
田 

新
見
川
上
線
は
、
高
梁
市
と
新
見

市
を
結
ぶ
重
要
路
線
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
備
中
町
井
川
か
ら
川
上
町
川

合
間
に
未
改
良
部
分
が
約
４
・
７
㎞
あ

る
。
特
に
川
合
か
ら
１
㎞
部
分
は
幅
員

も
狭
く
豪
雨
時
に
は
全
面
通
行
止
め
に

な
る
。
県
と
の
交
渉
の
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長 

市
で
も
本
路
線
は
西
部

地
域
の
重
要
路
線
と
認
識
し
て
お
り
、

毎
年
道
路
改
良
の
要
望
を
し
て
い
る
。

内
田 
用
地
交
渉
が
難
航
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
川
上
町
川
合
側
か
ら
改
良
工
事
に

着
手
す
る
要
望
も
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長 
県
の
計
画
で
は
、
平
成

25
年
度
に
公
共
事
業
評
価
の
見
直
し
を

行
い
、
事
業
化
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
る
。

平
成
25
年
度
機
構
改
革
に

つ
い
て

内
田 

旧
４
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域

局
を
本
庁
市
民
生
活
部
に
統
合
す
る
こ

と
が
効
果
的
な
市
政
運
営
の
推
進
に
な

る
の
か
。

市
長 

地
域
局
は
現
行
と
同
じ
体
制
で
あ

る
。
局
長
は
次
長
級
を
配
置
す
る
。
４
地

域
局
の
横
の
つ
な
が
り
を
密
に
し
て
一
体

感
を
持
た
せ
、
そ
の
調
整
役
を
市
民
生
活

部
長
が
行
う
。
こ
の
こ
と
で
市
政
運
営
が

よ
り
効
果
的
に
な
る
と
考
え
る
。

内
田 

地
域
局
は
地
域
に
お
け
る
行
政
の

拠
点
で
あ
り
、
縮
小
し
弱
体
化
さ
せ
て
い

け
ば
、
中
心
地
と
周
辺
地
域
と
の
格
差
は

拡
大
し
て
い
く
。
周
辺
地
域
の
産
業
振
興

に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
も
地
域
局
は
統
合
す
る
の
で
は
な
く

反
対
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

順
正
学
園
と
の
関
係
は
？

妹
尾 
順
正
学
園
（
吉
備
国
際
大
学
）
の

岡
山
市
へ
の
本
部
機
能
移
転
に
つ
い
て

は
、高
梁
市
へ
事
前
連
絡
が
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
高
梁
市
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
公
私
協
力
方
式
で

大
学
を
誘
致
し
、
60
億
円
に
も
及
ぶ
市

費
を
投
じ
て
い
る
。
現
在
も
年
間
１
億

円
も
の
支
援
を
し
て
い
る
の
に
、「
順
正
」

と
い
う
高
梁
の
歴
史
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
を

取
ら
れ
、
本
部
機
能
の
移
転
ま
で
サ
ッ

サ
と
さ
れ
て
『
ハ
イ
そ
う
で
す
か
』
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長 

大
学
か
ら
は
、
建
物
が
老
朽

化
し
耐
震
強
度
に
も
問
題
が
あ
る
の
で
、

本
部
機
能
の
一
部
を
移
転
す
る
と
い
う
連

絡
は
あ
っ
た
。
市
と
し
て
は
今
後
も
大
学

と
よ
り
良
い
関
係
を
続
け
て
い
く
。

全
国
に
先
駆
け
た
高
齢
者
福
祉

モ
デ
ル
を

妹
尾 

現
在
、
川
上
地
域
で
川
上
診
療
所

の
入
院
施
設
を
改
造
し
て
高
齢
者
支
援

施
設
（
高
齢
者
住
宅
）
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
行
政
、
医
療
機
関
そ
し
て

地
域
住
民
が
協
力
し
た
医
療
福
祉
施
策

の
展
開
は
全
国
に
先
駆
け
た
モ
デ
ル
的

な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
高
梁
市

の
主
要
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

副
市
長 

今
ま
で
は
高
齢
者
の
介
護
等
は
家

族
で
支
え
見
守
っ
て
き
た
が
、
社
会
構
造
の

変
化
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
で
支
え
見

守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

市
長 

高
梁
市
は
医
療
環
境
に
は

恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
後

退
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

● 町内会活動奨励金制度につ
    いて
● 県道新見川上線道路改良に
    ついて
● 平成 25 年度機構改革につ
    いて

● 学校法人順正学園について

● 医療・福祉施策の展開につ
    いて

本部機能を移転した吉備国際大学

高
梁
市
事
務
分
掌
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
審
議
で

は
、
政
策
監
を
市
長
の
直
轄
に
す

る
と
、
市
長
権
限
が
強
ま
る
こ
と

に
な
り
反
対
と
の
意
見
と
、
大
型

事
業
が
め
じ
ろ
押
し
の
中
で
、
今

回
の
改
正
は
理
解
で
き
る
と
の
意

見
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

高
梁
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
審
議

で
は
、
市
長
直
轄
の
職
員
を
外
部

か
ら
登
用
す
る
と
、
市
政
を
私
物

化
し
独
断
で
進
め
る
方
向
も
で
き

て
く
る
こ
と
か
ら
反
対
と
の
意
見

と
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
な
か
、

5
年
の
任
期
で
幅
広
い
考
え
方
で

適
任
者
を
選
ぶ
こ
と
は
理
解
で
き

る
と
の
意
見
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
高
梁
市
一
般
会

計
予
算
の
審
議
で
は
、
図
書
館
建

設
に
つ
い
て
、
十
分
な
説
明
が
で

き
て
い
な
い
中
で
、
今
後
、
慎
重

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
本

会
議
で
の
市
長
発
言
を
踏
ま
え
、

教
育
委
員
会
の
考
え
方
、
場
所
の

選
定
ま
で
の
経
緯
、
経
過
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
は
、
図
書
館
は

大
勢
の
方
の
利
用
が
一
番
で
、
駅

前
は
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
。
雑

音
や
安
全
面
等
の
諸
課
題
は
、
フ

ロ
ア
の
す
み
分
け
を
し
、
機
能
面

を
充
実
さ
せ
克
服
し
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
計
画
策
定
委
員

会
で
の
協
議
経
過
は
、
候
補
地
を

駅
前
バ
ス
セ
ン
タ
ー
と
文
化
セ
ン

タ
ー
南
側
の
市
有
地
に
絞
り
込

み
、
意
見
交
換
の
中
で
、
駅
前
バ

ス
セ
ン
タ
ー
が
よ
い
と
い
う
意
見

が
多
く
出
さ
れ
、検
討
し
た
結
果
、

今
回
予
算
計
上
し
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、
建
設
場
所
に
つ
い

て
再
考
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
執
行
部

か
ら
は
、
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
再
度
2
カ
所
の
候
補
地
で
検
討

し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
幅
広
い
世
代
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
な
ど
か
ら

多
く
の
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も

に
、
図
書
館
司
書
な
ど
の
人
員
の

整
備
や
サ
ー
ビ
ス
面
の
充
実
を
強

く
求
め
ま
し
た
。

採
決
に
当
た
っ
て
は
、
大
学

に
関
係
す
る
予
算
が
含
ま
れ
反
対

す
る
と
の
意
見
と
、
図
書
館
建
設

の
予
算
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
論

は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
間
の
議
論
、

教
育
委
員
会
、
市
役
所
内
部
で
の

十
分
な
議
論
を
尽
く
し
て
方
向
性

を
示
す
こ
と
を
執
行
部
に
求
め

て
、賛
成
す
る
と
の
意
見
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

な
お
、
私
学
に
対
す
る
補
助

及
び
助
成
の
御
願
い
の
陳
情
書

は
、
も
う
少
し
実
態
を
調
査
し
て

判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
こ

と
か
ら
、継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
高
梁
市
一
般
会
計
予

算
の
審
議
で
は
、
高
梁
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
関
係
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協

議
状
況
の
説
明
を
求
め
、
執
行
部
か

ら
は
議
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
特
に

外
観
や
駅
前
広
場
に
つ
い
て
は
、
案
が

確
定
す
る
前
に
議
会
へ
示
し
、
協
議

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
駅
東
側
に
あ
る
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
の
今
後
の
方
向
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
、
執
行
部
か
ら
は
、

駅
東
側
の
街
路
が
完
成
す
る
平
成
26

年
度
末
に
は
東
側
広
場
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
間
は
な

る
べ
く
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
で
は
、

各
施
設
の
現
状
説
明
を
執
行
部
に

求
め
る
と
と
も
に
、
問
題
点
や
改

善
点
を
委
員
が
提
起
し
ま
し
た
。

採
決
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
す

べ
て
を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

委 員 会 報 告

産業経済
委員会

妹尾 直言 

内田 大治

図書館建設候補地となっている駅前バスセンター

文化センター南側の市有地
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平成 23年４月
市民アンケートの実施

平成 23年 10 月
第１回市民と議会の
懇談会を実施

平成 24年４月
第 2回市民と議会の
懇談会を実施

平成 24年６月
議会基本条例を制定

平成 25年４月
第１回議会報告会を実施

議会活性化これまでの流れ

委 員 会 報 告 委 員 会 報 告

初
め
て
の
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　

 　

市
内
５
ヵ
所
で
意
見
を
交
換

平
成
25
年
度
高
梁
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
の
審
議
で
は
、

保
険
税
の
引
き
上
げ
は
、
現
在
の
社

会
、
経
済
情
勢
か
ら
考
え
る
と
市
民

生
活
の
大
き
な
負
担
と
な
る
。
国
保

に
は
多
く
の
自
営
業
者
の
方
も
加
入

し
て
お
り
、
負
担
増
に
よ
っ
て
市
内

で
事
業
を
行
う
魅
力
が
う
す
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
反
対

す
る
と
の
意
見
や
、
国
保
税
は
引
き

上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、

や
む
を
得
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

ま
た
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り

推
進
す
る
基
本
法
（
仮
称
）」
の
制

定
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
し
、
年
金
2.5
％
の
削
減

中
止
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
も
、 

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
５
日
間
、

高
梁
市
内
の
各
会
場
で
議
会
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
と
な
る
今
回
は
、
４
つ
の
班
に

分
か
れ
た
議
員
が
、
市
内
の
５
つ
の
会
場

に
足
を
運
び
、
平
成
25
年
の
３
月
議
会
の

報
告
と
、「
駅
前
周
辺
整
備
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
梁
市
議
会
で
は
、
市
民
に
分
か
り
や

す
く
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
平
成

23
年
か
ら
議
会
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
は
議
会
活
動
の
基
本
ル
ー

ル
と
な
る
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
議
会
報
告
会
は
、
こ
の
議
会
基

本
条
例
の
中
で
開
催
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
５
会
場
で
約
１
０
８
人
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
報
告
会
の

詳
細
は
、
議
会
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

で
は
、
去
る
2
月
5
日
・
6
日

に
愛
知
県
大
口
町
、
三
重
県
鳥

羽
市
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
口
町
は
、
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
幾
度
も
入

賞
さ
れ
て
お
り
、
議
会
広
報
紙

に
つ
い
て
レ
イ
ア
ウ
ト
の
方
法

や
、
タ
イ
ト
ル
の
付
け
方
な
ど

の
編
集
技
術
や
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
広
報
担
当
議
員
に

同
席
い
た
だ
き
率
直
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

鳥
羽
市
議
会
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、
最

先
端
の
情
報
技
術
を
駆
使
し
て

議
会
の
「
見
え
る
化
」
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
、
主
と
し
て
本

会
議
や
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
動
画
配
信
の
方

法
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
内
容
を
参
考
と

し
、
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組

ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
動
画
配
信
に
つ

い
て
は
、
物
理
的
に
は
可
能
な

も
の
の
課
題
も
あ
り
、
今
後
、

前
向
き
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

議
会
の
情
報
化
に
つ
い
て
意
見
交
換

〇
「
報
告
会
」
な
の
か
「
意
見
聴
取
会
」
な
の

か
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。

〇
発
言
時
間
は
事
前
に
決
め
て
区
切
る
の
が
い

い
の
で
は
な
い
か
。

〇
議
員
目
線
の
よ
う
な
気
が
し
た
。
も
っ
と
市

民
目
線
で
行
っ
て
ほ
し
い
。

〇
駅
周
辺
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
の
こ
と
に

も
っ
と
目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
。

〇
報
告
会
で
は
な
く
、
市
民
と
も
っ
と
議
論
が

で
き
る
時
間
を
十
分
に
と
っ
て
も
ら
い
、
年

２
回
以
上
は
開
い
て
ほ
し
い
。

〇
今
回
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。
信
頼
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

〇
参
加
者
の
ガ
ス
抜
き
に
す
る
な
ら
今
後
は
不
要
。

〇
図
書
館
建
設
で
は
教
育
委
員
会
や
議
会
で
も

議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
の
は
問
題
だ
。

　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

で
は
、
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、議
会
事
務
局

　

☎
21
－
０
２
７
６

あ
な
た
の
写
真
で
、議
会
だ
よ
り

の
表
紙
を
飾
り
ま
せ
ん
か
？

視察に
行きました!

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
視
察
報
告

こ
ん
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
！

市民生活
委員会

大口町議会との意見交換の様子

鳥羽市議会の映像配信システムの視察

議会報告会の様子
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高
梁
市
議
会
事
務
局

　

高
梁
市
松
原
通
２
０
４
３

　

☎
０
８
６
６
ー
21
ー
０
２
７
６

☆
ご
意
見
は
こ
ち
ら
ま
で

編
集
／

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

 

委
員
長 

宮
田
　
公
人

 

副
委
員
長 

宮
田
　
好
夫

 

委
　
　
員 

川
上
　
博
司

 

委
　
　
員 

森
田
　
仲
一

 

委
　
　
員 

石
部
　
　
誠

 

委
　
　
員 

石
田
　
芳
生

 

委
　
　
員 

石
井
　
聡
美

　今年のゴールデンウイークは、休み都合によっては例年になく長かっ
たとか。家族サービス、田植えの準備、休みに関係なく仕事などなど、
さまざまな連休模様があるようです。
　市議会だよりも、新メンバーになって 2 回目の発行となりました。
　この度の新年度号では、議会広報調査特別委員会の視察成果
を踏まえて、大幅な紙面のリニューアルを行ったところです。これから
も市民の皆さんとのつながりを大切に、現状に満足することなく新し
いアイディアを盛り込みながら、読んでもらえる紙面づくりに取り組んで
まいります。どうぞよろしくお願い申し上げます。　　  　宮田 公人

松山城を望む見晴台
標高４００ｍ。松原町神原地内、かぐら街道と県道の交差点の一
角、松山城を望む見晴台からの眺望です。この見晴台は昨年、松
原地域まちづくり推進委員会により設置されました。眺望もさるこ
とながら、冬分の日の出や雲海が美しく、写真愛好家の方の姿を
みかけることもちらほら・・・。ちょっぴりお城の姿は小さいですが。
これからは新緑の美しい季節。写真ファンの方も、そうでない方も、
かぐら街道のドライブがてら足を運ばれてはいかがでしょうか？

5月
号
　
平
成
25年

5月
15日

発
行

編 集 後 記

The spot
of

 Takahashi気になるスポット

議 会 N E W S

　

新
潟
県
立
大
学
国
際
地
域
学
部

の
田
口
一
博
准
教
授
を
招
い
て
議

員
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

田
口
先
生
は
、
高
梁
市
の
議
場

に
つ
い
て
、
机
や
マ
イ
ク
な
ど
を

自
由
に
配
置
で
き
る
所
は
、
市
議

会
で
は
他
に
例
が
な
い
。
ま
た
傍

聴
席
が
議
員
席
に
近
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
高
梁
市
の
議
場
は
市
民
に

身
近
な
存
在
で
あ
り
全
国
に
誇
れ

る
こ
と
だ
と
話
さ
れ
た
。

も
っ
と
市
民
参
加
を
、

　

議
会
改
革
と
は
、
議
会
は
執
行

部
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議

し
、
採
決
す
る
の
み
で
は
な
く
、

市
民
の
生
活
実
態
や
要
望
を
よ
く

聞
き
、
議
会
と
し
て
高
梁
市
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
議
論
す
べ
き
で

あ
り
、
議
員
は
地
域
に
出
て
調
査

を
行
う
こ
と
や
、
市
民
の
声
を
聞

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
議
案
に

つ
い
て
も
、
公
聴
会
や
参
考
人
の

招
致
を
行
い
、
議
会
と
し
て
ま
ち

の
現
状
を
考
え
、
将
来
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
の
目
標
を
持
ち
、
多
様

な
意
見
の
中
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

答
え
を
積
極
的
に
議
会
が
提
案
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
た
。

　

最
後
に
、
議
会
改
革
と
は
「
議

会
や
議
員
が
『
市
民
・
ま
ち
の
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
』
で
あ

る
」
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

市民のために
何ができるのか
議員研修会を２月18日に開催

議場を使用しての研修会


